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同志社大学フォーミュラプロジェクト 

支援者様                   

                               平成 30年 3月 1日  

同志社大学フォーミュラプロジェクト 

 

1,2 月活動報告書 

 

 早春の候、ますますご繁栄の事とお喜び申し上げます。平素は格別のご配慮を賜り、厚

く御礼申し上げます。この度は、同志社大学フォーミュラプロジェクト（以下 DUFP）の

1、2月の活動について報告させていただきます。現在、当プロジェクトではスポンサー企

業様・個人支援者様の御支援・御協力により活動を進めており、全日本学生フォーミュラ

大会でより高い成績を獲得するための車両を作り上げるべく、設計を行っております。そ

して、多大なるご支援していただいております企業の皆様、先生方、OB の皆様方に深く

感謝いたします。今後とも宜しくお願い申し上げます。 

また、この度の月報が 1、2月合同になりましたのは、大学の期末試験期間により 1 月の

通常活動が制限されたためにあります。ご了承ください。 

 

 

Fig.1 製作時の様子 
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1．活動報告 

 

設計終了 

 これまで OBの方や企業の方など多くの方々の指導の下設計を進め、設計が終了しまし

た。これまで熟考した構想を再現するために慎重に精度の高いマシンの完成を目指してい

きます。 

 

 

 

Fig.2 オールアッセ 

 

 

製作開始 

 設計が終了し、製作段階に入りました。 

H鋼を設置し、開先加工を進めながら溶接などを行っていきます。 

昨年の反省を活かし精度を高めるために、昨年度以上に冶具の設置を慎重に工夫しながら

組み立てていきます。 

 製作精度を高め、私たちの構想に限りなく近づけて高いパフォーマンスを発揮できるマ

シンを作り上げていきたいと思います。 
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Fig.3 製作時の様子 
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2、スポンサー様からのご支援 

 

 LSD、デフオイル(エイティーエス株式会社様) 

  エイティーエス株式会社様から LSDとデフオイルをご支援いただきました。 

誠にありがとうございます。 

 今年度車両に搭載予定です。 

 

 

 

Fig.4エイティーエス株式会社様からからいただいた支援品 
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3、スポンサー様 
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4、今後の予定 

 

3月 8、9日 IDAJ講習会 

10日 3月月例会、追いコン 

17日 15周年パーティー 

   20日 株式会社エクセディ様報告会 

   22日 ドライビング講習（鈴鹿サーキット） 

 

   

5、最後に 

 2018年に入り、徐々に画面上のものが現物になる過程を目にすることが出来、この活動

が出来ることの喜びを感じています。ご支援くださる皆様のお蔭でこのような貴重な体験

が出来、深く感謝いたしております。皆様のご支援を大切に、構想した車両を作り上げる

ために今後の活動に尽力してまいります。 
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